
スズキ子会社 Next Bharat Ventures
共感の輪を広げ第 2 号ファンドを本格始動 

― インドの「次の 10 億人」に向け、日本企業との連携を拡大 ― 

スズキ株式会社のインドにおける 100％子会社である Next Bharat Ventures（以下、NBV）は、
インドにおける「次の 10 億人（以下、Next Billion*1）」向けの事業創出および社会課題解決を目的とした
第 2 号ファンド（以下、NBV Fund-2）を本格始動しました。設立以来 2 年間にわたり取り組んできた
インパクト起業家支援に対し、企業や投資家からの共感と賛同の輪が広がったことを受け、NBV Fund-2 を
スズキ単独ではなく、複数の出資者が参画する枠組みとして展開します。

NBV は 2024 年の設立以来、インドの Next Billion が直面する社会課題の解決と新たな市場創出を目指し、
インパクト起業家*2 への投資・支援に取り組んできました。NBV Fund-2 は、こうした取り組みを
さらに発展させ、より多くの起業家に寄り添い社会課題に向き合うための基盤となるものです。

NBV Fund-2 には、スズキに加え、本取り組みに賛同する以下の日本企業が参画します。（五十音順） 
• 兼松株式会社
• 株式会社静岡銀行
• 豊田通商株式会社
• 株式会社博報堂ＤＹホールディングス

各社が有する知見・サービス・ネットワークと、NBV が投資するスタートアップが持つインドにおける
事業基盤や顧客接点を掛け合わせることで、インドにおける社会課題の解決を加速するとともに、
日本企業にとっての新たな事業機会の創出を目指します。 

NBV Fund-2 は、単なる投資枠組みにとどまらず、日本企業とインドのインパクトスタートアップを結びつ
ける「日印連携プラットフォーム」の役割も担います。NBV Fund-2 を通じ、インド市場における新たな価
値創出を推進するとともに、日本企業の海外展開の可能性を広げてまいります。   

*1 「Next Billion」とは、今後のインド経済の成⻑を支える新たな担い⼿となる人々を指し、特に農村部や
地方都市を中心に、生活の質や所得の向上が期待される約 10 億人のこと

*2 事業や活動を通じて、人々の暮らしや地域に良い影響を生み出すスタートアップ起業家
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■ スズキ株式会社代表取締役社⻑ 鈴木俊宏のコメント
「2024 年に NBV を立ち上げてから 2 年が経ち、インパクト起業家への支援が、インドの地方や農村部に
おける社会的インパクトと持続的な経済価値の両立につながることへの確信を日々深めています。2026 年に
新たに設立した NBV Fund-2 には、スズキの想いに共感していただいた企業の皆さまにも参画
いただけることとなり、感謝に堪えません。スズキは資本のみならず、⻑年インドで培ってきた経験や
ネットワーク、日本とのつながりも提供しながら、起業家や参画企業の皆さまと共に、Next Billion の
新たな機会と価値の創出に取り組んでまいります。」

■ NBV ヴィプール・ジンダル社⻑のコメント
「NBV は、インドの Next Billion の生活向上を目指すインパクト起業家の創出・育成に取り組んでいます。
社会的インパクトを持続・拡大するには、⼒強く成⻑する事業基盤が不可欠であり、そのためには資金
のみならず、価値を提供してくれる日本の投資家が鍵となります。スズキに加え深い知見と成⻑ノウハウを
持つ日本の有⼒企業が、私たちのミッションに賛同し、投資先であるインパクトスタートアップの成⻑や
日本市場での展開を支援してくださることを、大変心強く思います。日本企業と起業家との連携は、日本と
インドの双方に新たな機会をもたらすと確信しています。NBV は、今後も両国をつなぐ共感の輪を広げ、
Next Billion、そして世界に、より大きなインパクトを生み出してまいります。」

以上
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